
【取組内容】教科書から情報を分析的に読み取り，整理・表現する

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業【実践事例】

１ 教科書から情報を分析的に読み取る
高学年で育てたい情報活用能力「知りたいことを図書資料や統計資料など複数の情報を
集めて，整理・分析することができる。」を育成する上で，様々な資料の前に「教科書」
を中心に活用することを重視している。
教科書は，その道の専門家が吟味を重ねて作ったメディアであり，その表現には全て
「意図」が込められている。掲載された写真，図，表，グラフは，本文と関連があり，そ
のつながりを読み解くことで学習内容の理解が容易になる。リーディングスキルの中の
「イメージ同定」「具体例同定」などの基礎読解力を発揮して，子供に教科書を読み取
る・読み解く機会を十分に保障している。

子供が教科書に行った書き込み（6年社会・一部）

特に複線型授業・単元内自由進度学習では，すべての子供が教科書を自分のペースで熟読する光景が定着している。
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２ 自分のめあてに基づいて情報を整理・表現する
子供は，「教科書の図や写真を比べながら共通点や相違点を見付ける」，「本文の該当箇所と図・グ
ラフ等とを結び付ける」，「キーワード等に線を引いて既習事項や関連した内容を書き込む」等の作業
を通して，教科書から情報の収集を行い，社会科の見方・考え方を発揮しながら，内容を整理するスキ
ルを身に付けてきた。その後，自分の学習のめあてに基づいて，Googleドキュメント等のワークシート
へ学習内容を表現した。

6年社会で子供がめあてに基づいて学習内容をまとめたワークシート（Googleドキュメント）（一部）
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